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年
度
来
塩
迎
車
重
眉
竃
轟
に
臆
、
 
 

何
軒
早
春
忙
中
こ
と
と
．
存
七
ま
す
り
 
 
 

「
光
陰
未
申
卸
L
」
早
い
も
中
平
昨
 
 

牢
四
月
由
宇
頼
長
嶺
綬
章
に
腐
．
い
七
、
 
 

会
長
計
封
引
乱
費
け
L
で
間
も
な
く
一
 
 

卑
告
Ⅶ
よ
‖
阜
つ
と
L
．
．
て
應
叶
ま
す
。
 
 
 

そ
．
．
の
細
－
暗
中
模
索
七
卑
が
ら
年
瀾
 
 

行
事
督
肝
化
す
る
こ
と
に
．
滞
一
杯
＝
．
町
 
 

甲
虻
摩
草
J
一
し
て
寓
七
よ
．
う
に
蒔
い
．
呈
 
 

す
。
告
た
労
鼻
ぺ
L
て
甜
少
L
と
舌
‖
つ
 
 

■
七
と
こ
皇
雷
窟
苛
す
。
し
か
L
．
側
 
 

室
息
を
は
一
軒
、
紐
阜
．
理
事
の
．
寿
ヰ
 
 

の
卿
軌
力
と
、
告
風
町
温
か
ト
御
協
力
 
 

に
J
町
、
ヰ
．
日
ま
．
で
そ
思
首
ま
儲
 
 

に
語
ぬ
害
せ
て
＝
い
た
だ
・
い
＝
．
た
こ
と
に
感
 
 

甜
L
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

さ
て
、
麿
年
、
ゎ
が
国
由
社
卓
彗
 
 

高
鮭
情
誼
佗
－
．
国
際
化
、
軒
齢
化
が
造
 
 

彗
ま
た
価
層
由
夢
操
舵
、
産
業
掛
 
 

達
筆
町
急
速
な
変
化
軒
串
て
い
卦
す
訂
 
 
 

儲
青
嵐
他
に
甘
い
で
も
「
皐
様
恵
三
 
 

－
耳
麿
乗
鞍
L
た
特
色
昂
見
学
席
づ
茸
 
 

甘
や
．
、
。
生
温
学
習
「
情
郡
化
、
国
際
化
 
 

草
々
．
欄
牡
舎
申
蜜
化
に
応
じ
た
教
官
朋
 
 

展
阻
が
東
拍
．
ら
碑
て
い
．
阜
．
↑
七
は
弥
蔑
 
 

知
ぬ
と
ね
り
で
す
。
 
 
 

こ
咄
手
つ
な
髄
祝
甲
な
．
せ
で
、
事
務
 
 

長
壮
丁
・
親
睡
矧
＝
に
時
代
に
吋
応
．
で
苫
為
 
 

プ
ロ
．
と
し
て
甲
教
育
環
境
づ
く
り
の
た
・
 
 

会
 
長
 
 串

、
・
学
校
迷
宮
に
・
操
っ
で
・
い
く
こ
と
・
斬
 
 

必
掌
で
あ
瓢
盲
は
言
う
ま
で
も
あ
り
 
 

ま
せ
ん
。
 
 
 

生
国
事
務
長
会
で
牒
事
業
目
標
と
 
 

L
て
、
三
番
．
巾
鹿
を
掲
げ
て
お
月
ま
す
 
 

が
、
そ
の
一
っ
で
も
島
去
 
「
事
載
塵
中
 
 

側
確
執
榔
の
徳
利
化
L
．
巾
可
能
性
も
・
、
 
 

ま
た
不
断
相
好
力
の
嘩
串
重
ね
巾
か
 
 

ら
生
ま
 

町
会
旦
に
期
待
L
て
い
る
と
こ
卑
で
 
 

す
。
 
 
 

ま
．
た
．
密
県
の
串
雲
台
に
串
い
・
て
 
 

も
．
1
事
業
甘
酢
の
．
中
に
「
会
員
相
互
町
 
 

連
携
を
回
り
．
白
ち
Ⅵ
潜
宮
の
向
上
に
 
 

奔
め
る
」
こ
と
を
掲
げ
て
蔚
り
ま
す
．
。
 
 
 

そ
の
方
韓
と
L
・
て
・
、
・
今
年
止
．
∵
廠
 
 

雅
・
調
査
・
牒
屈
聖
ニ
．
部
門
来
そ
れ
ぞ
 
 

れ
二
っ
中
毒
門
委
員
会
を
設
直
し
、
よ
 
 

り
届
く
の
全
局
が
辛
苦
に
参
画
L
、
研
 
 

蛙
で
き
る
態
勢
づ
く
り
に
呪
巾
祖
元
 

奉
り
ま
L
た
。
 
 
 

号
空
言
是
苗
中
の
一
つ
に
、
広
報
 
 

活
動
委
員
会
が
放
置
吾
れ
∴
菰
日
こ
・
こ
 
 

に
∵
活
動
中
成
果
と
L
で
、
長
崎
県
丑
 
 

立
高
等
学
樫
事
務
長
会
報
「
ば
っ
T
ん
」
 
 

の
創
刊
号
が
発
刊
ぎ
れ
古
に
重
り
王
L
 
 

た
。
金
員
一
同
こ
‥
の
上
な
中
書
廿
と
す
 
 

る
．
七
こ
ろ
で
み
り
、
心
か
ら
菅
秤
を
遣
 
 

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

枚
 
届
 
政
 
美
 
 
 

〔
長
崎
南
高
等
学
嘩
）
 
 

さ
．
う
せ
占
 
 

広
報
億
劫
重
点
・
に
よ
岳
「
生
み
の
苛
 
 

七
み
」
に
報
い
る
出
場
、
こ
．
．
丸
か
ら
は
 
 

「
背
耳
町
啓
び
」
軒
味
わ
ウ
て
も
ら
い
 
 

た
＝
ん
l
と
息
‖
い
ま
．
す
・
。
モ
由
た
・
也
に
は
．
、
 
 

台
風
中
絶
大
藩
息
掛
臨
海
古
r
L
．
て
は
 
 

憩
乱
で
き
ま
．
せ
．
ん
．
凸
 

「
碧
巌
饉
－
申
中
に
「
嘩
 

と
■
い
う
青
葉
が
．
為
り
†
1
「
痺
」
は
、
 
 

温
卯
が
癖
任
し
よ
う
と
す
る
．
と
皐
、
醜
 
 

軒
設
向
・
・
甘
言
∵
i
首
二
曝
」
ヰ
 
 

母
者
が
そ
や
に
応
じ
で
、
外
か
ち
殻
春
 
 

つ
つ
．
∈
蕃
－
≡
雷
鳥
苫
碑
て
、
車
人
 
 

と
師
家
と
．
の
両
者
打
心
が
投
身
す
る
こ
 
 

と
の
‖
吉
見
彗
患
革
億
葛
眉
 
 

巾
亜
麻
備
に
背
か
れ
て
点
り
宜
七
た
。
 
 
 

私
腋
－
掛
新
盤
草
れ
て
く
島
．
梯
子
を
 
 

親
わ
L
て
い
車
・
こ
 

虻
 
み
七
味
ね
っ
て
み
・
軋
＿
き
、
人
生
．
訓
由
 
 

極
致
を
見
る
J
ぅ
な
筑
前
L
・
ま
す
。
 
 
 

華
人
七
師
輩
還
そ
れ
ぞ
九
．
∵
原
囁
を
 
 

お
隙
い
．
す
る
九
と
き
れ
為
．
人
‖
．
に
鹿
き
墳
 
 

丘
て
も
・
、
う
奄
つ
け
阜
も
ゃ
が
．
あ
畠
と
 
 

思
い
ぎ
す
缶
用
辞
す
．
重
石
嘩
呼
吸
が
 
 

鹿
先
提
督
し
て
、
・
比
じ
埠
て
そ
こ
に
新
 
 

し
ぃ
も
血
潮
層
生
L
、
成
長
L
耳
東
輸
 
 

町
碓
を
喚
か
せ
 

く
れ
皐
岨
巧
と
確
信
⊥
・
て
お
り
ま
す
。
 
 

こ
碍
事
務
長
貴
報
「
曙
っ
て
ん
」
も
．
か
 
 

く
あ
．
り
た
い
と
阻
廿
て
中
丸
ま
せ
ん
。
 
 
 

墟
後
に
な
り
ま
t
七
が
、
劇
刊
草
の
 
 

発
刊
に
軋
た
町
、
広
報
活
計
雷
＝
阻
徴
 
 

埴
的
な
取
り
組
み
と
、
閣
僚
名
位
の
御
 
 

協
力
に
朴
し
、
磨
札
申
L
卦
げ
去
と
共
 
 

に
．
倉
見
中
．
よ
り
」
層
の
軋
蔚
を
 
 

賜
わ
甘
虻
す
与
つ
お
嘩
い
申
し
あ
げ
、
 
 

軌
刊
骨
憩
刊
に
阜
た
＝
．
つ
て
．
．
の
．
・
ご
卑
い
き
 
 

り
と
・
い
．
た
L
ま
す
m
 
 
 








